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サンポット石油床暖房機 

(密閉式石油ストープ） 

取扱説明書 


型名 


UFH-993TBFS 



百 S とヒお排気筒をおず 
i 言口 


点検して<ださい 




• このたびはサンポット石油床暖房機をお買い制:/いただきまして、まことにありがとうございました。 
•この機器は、消費生活用製品安全法の『特定保守製品』に指定されています。 

ご使用の前に、『所有ち票』（製品に添付）を返送していたださ、所有ち登録を行ってください。 

• お使いになる前に必ずこの取扱説明書をよく読んで、ス I -ーブを家族全員で正しくご使用くだ 
さい。 

なお、この取扱説明書は、保証書•工事説明書と共に必ず保存してください。 

お客さまご自身による工事はを険です。据付け工事は販売店や専門業ちにご依頼くださし、。 
(ストーブを移設させる場合を同じです。） 

• 商品には保証書を添付しております。 

保証書はよりよい製品作りやアフターサービスの向上に役立たせていただをますので、お手 
数でずび所定事項のご記入をご確認のラえ、がず保証書控えをお買いあげの販売店にお渡し 
<ださい。 


困911ポ！ Jh な^巧:含巧 
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点検•その他 
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I 特にま意していただをたいこと 

安全のために必ずお守りください 

この取扱説明書には本機をま全に正しくお使いいただくために、守っていただきたい事項が 
表示されています。 

表示内容をよくご理解いただき、本文をお読みください。 

♦ここにおした事項は警告、么ま意に区分しています。 


A 警告 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死じ重傷を負う 
可能性、または义災の巧自到まが想定される内容を示しています。 

A 注意 

この表示を無視して、誤った取巧いをすると、人が傷害を負ラ 
可能性や物的損害の発生が想定される内容をおしています。 


♦イラスト（まんが）の横にあるマークは次のように表しています。 


0 〇 ® ® 

マづ 禁止 

oc 

マ-夕 imTJs 

A A 

、、 ■■ ■ 

マ-ク 江局 
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I 特にを意していただをたいことっづき 


么警告 (WARNING) 


ガソリン厳禁 

• ガソ U ンなど揮発性の高い油は、絶対に使 
用しないで < ださい。 

乂災の原因になります。 



給排気筒僧、ホース)がれ危険 

•給排気筒(管、ホース)がかれたまま使用し 
ないで < ださい。 

外れていると運転中にがガスが室内に漏れ 
て、を険です。 



給排気筒トップ閉そくを険 

• 給排気筒トップの周りが雪でふさがれたま 
まで使用しないでください。ふさがれてい 
るとさは、除雪してください。 

閑そくしていると運転中にがガスび室内に 
漏れて、危険です。 


0 



巧類の乾燥厳禁 

• 巧類などの乾燥には使用しないでください。 
巧類が落下して义がつを、义災の原因にな 
ります。 



スプレー宙厳禁 

■スプレー宙やカセツトこんろ用ボンベなど 
を、ス I ブの上や前に（周囲に）放置し 
ないでください。 

熱で吿の圧力び上びり、爆発してを険でず。 


0 




低温やけどに注意 

•長時間皮膚の同じ場所に軸れないでくださ 
い。 

比較的ほい温度 （40 〜60で）でも低温や 
けどや脱水症状の原因になります。 


A 
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安全のために必ずお守りください 


么警告 ( WARNING ) 


定期点検の実施 

• 定期的に年に1回程啟に点検-整備を 
受けてください。 

点検を受けずに長期間使用し続けると、故 
障や事故の原因になり危険です。 

点検-整備はお買いホめの販売店や資格ち 
のいる店に依頼してください。 


〇 



ご自身での据付け-移設工事の厳禁 

• お客さまご自身による工事はを険です。 

据付け工事は販売店や専門業ちにご依頼< 
ださい。 

(ス I ブを移設させる場合ち同じです。） 


0 



A 注意 ( CAUTION ) 


力ーテン、可燃物近接禁止 

• カーテンや燃えやすいちのを近づけないでく 
ださい。 

火災び発生するおそれびあります。可燃物 
との離隔距離については標準据付け図例 
(41 〜42ページ）を参照してください。 

給油時消乂 

•义災のおそれびありまずので、給油は、必 
ず消义し、义の気のないところで行ってく 
ださい。 


異常時使用禁止 

•万一異常を感じたとさは、使用しないでく 
ださい。 

異常燃焼のおそれがあります。 


0 



〇 




打ミを 


0 
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I 特にを意していただをたいことっづき 


A 注意 (CAUTION) 


高温部に注意 


* 燃焼中や消义直後は、高温部（前面ガード 
など)、排気筒(給排気筒トップ）に手など 
ふれないで < ださい。 

やけどのおそれがあります。 



指や異物を入れない 

• ガード内や空気取入□などに指や異物を入 
れないで < ださい。 

けがや义災のおそれがありまず。 


0 



腰をかけたり物をのせない 

•ス I プの上にのったり、腰をかけたりしな 
いでください。 

ストーブの故障ややけどのおそれがあります。 
•ス I ブの上に花びんや水を入れたちのなど 
を置かないで < ださい。 

水がかかると漏電や故障のおそれがあります。 


0 



カーぺットのはがれにミち意 

•力ーペットがずれたり、めくれたまま使用 
しないで < ださい。 

床パネルに直接軸れると、やけどのおそれ 
びあります。 



循環液(不凍液、補巧液)の保管に注意 

•循環液(不凍液、補充液)は幼巧の手の届か 
ない所に保管してください。 

万一、飲んだ場合にはすぐに化かせて、医 
師①診断を受けてください。 


A 
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安全のために必ずお守りください 


A 注意 ( CAUTION ) 


分解修理の禁止 

•故障、破損した5、使用しないでください。 
不完全な修理は、を険です。 



改造使用の禁止 

•改造して使用しないでください。また、ス 
I -ー プや排気筒には巧暖房用の熱交換器な 
どを取り付けないでください。 

火災やがガスが室内に漏れる原因となり危 
険です。 


給排気筒付近の可燃物近接禁止 

• 給排気筒トツプのおくに、打油や可燃物な 
ど弓 I 义のおそれのあるちのを置かないでく 
ださい。 

火災のおそれびあります。 


特殊な場所での使用禁止 

•ストーブは居室の暖房用としてつく 5れたち 
のですので、乾燥室、温室、飼育室などでは絶 
対に使用しないでください。また、ク U - ニン 
グ店、美容院など化学薬品を使用する場所で 
は使用しないで < ださい。 

化学襄品などの影響により異常燃焼や故障の 
原因にな0ます。 


0 



0 



0 
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I 特にを意していただをたいことっづき 


A 注意 (CAUTION) 


高地ま意 

• 標高100 Om 未満でご使用ください。 

標高1 OOOm 〜1已〇 Om で使用する場合は調 
整び必要でず。 

(詳しくは、工事説明書の 區長給排気方式 •一 
高地使用時の工事方法 I を参照してください。） 
そのまま使用しますと、空気不足となり、異 
常燃焼の原因になります。 

• 標高1已〇 Om じ(上では使用でをません。 


A 



電源コードを傷めない 

•電源コードに無理な力を加えたり、物をの 
せたりしないでください。また、電源プラ 
グを巧くとさは、コードを持って引さ巧か 
ないで < ださい。 

义災や感電の原因になります。 



電源プラグは確実に差し込む 

• 電源プラグはコンセントに根元まで確実に 
差し込んでください。 

(また、傷んだプラグやゆるんだコンセント 
は使用しないでください。） 

火災の原因になります。 

• めれた手でのなさ差しはしないでください。 
感電の原因になります。 




長期間使用しないとさは電源プラグを巧く 


•長期間使用しないとをは、電源プラグを巧 
いてください。 

火災や予想しない事故の原因になります。 




電源プラグのお手入れをずる 

■とをどさは電源プラグを抜さ、ほこり（及 
び金属物）を除去して < ださい。 

(ほこりがたまると湿気などで絶縁不良にな 
り）乂災の原因になります。 
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安全のために必ずお守りください 


A 注意 ( CAUTION ) 


油漏れ確認 

■油タンク-ゴム製送油管-接続部およびス 
トーブなどか5な油漏れびないことを確認 
の上ご使用ください。 

に畑が漏れてし)るとがおのおそれがあります。 

ワイヤーバンド(小) 


お願い （ NOTICE ) 


好油の廃棄 

•む油の廃棄処分は、灯油をお買い求めになった販売店にご相談ください。 


■使用する場所 

ス I ブをま全に使用するためには、場所の選定が大切です。 

場所の選定は r 据付け場所の選定及び標準据付け例」の項をお読みください。 （41 〜42ぺージ参照) 


■効果的に使用ずるために 


• をたい外気に接する窓ざねや壁側に据付けると、冷気が暖め5れて対流しますので効果的です。 
•ス I ブの前方に障害物があると、部屋の温度にむらがでをる原因になります。 

巧の場所では使用しないでください。义災や予想しない事故の原因になります。 


•水平でない場所、不ま定な場所 

• 不安定な物をのせた棚などの下 

• 可燃性ガスの発生する場所またはたまる場所 

• 付近に燃えやすいちのびある場所 

• 階段、避難□などの付おで避難の支障となる場所 

•温室、飼育室など人のいない場所 

* 標高1已〇 dm じ(上の高地 
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き部のなまス 

■が観図 

【正面が観図】 
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【背面外観図】 


エアー フィルタ 
(巧流用送風機. 
空気取入口） 

排気管ストッパー 

給排気筒 


排気管ェルボ 

燃焼用送風機 
(温水暖房用） 


ゴム製送油管 
給気ホース 


燃焼用送風機 
(ストーブ用） 



不完全燃焼防止装置 
娘知部） 

壁固定金具 

室温ヴー S スタ 
(ルームセンサー） 

输火扉 

水位表示 
往きバルブ 
循環ポンプスイッチ 
ド レン ホース 
戻りパルプ 
電源プラグ 

排気管巧け 
検知リード線 

排水 □ 
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る部のなまス 

表示部 


つづさ 


デジタル表示部 

\ 

• 初期表示 I -- の点滅(運転スイツチ切の場合） 

-電源プラグをコンセントに差し込んだとさ 


•停電後、再通電したとさ 
-時刻設定していないとさ 



• 時計動作コ□ンの点減 
-時計動作中 

つぶ a ミ 


• 時刻の点ミ威 

時計動作コ□ン 


-現在時刻、タイマー時刻を設定中 


•チェ ック モード表示 
♦何ち表示しないとさ 

E - on 


• 停電中 



-省電力表示中 

v 


J 


室温調節ランプ(レッド-グリーン） 


•レツド…設定室温を表示 
•グリーン…現在室温を表示 


午前-午後ランプ 
(グ U — ン） 


午前 • 午後の表71^ 


温水暖房タイマーランプ 
(グリーン） 


点な…温水暖房タイマー 
点义予約中 


ストーブタイマーランプ 
(グリーン） 


点な…ストーブタイマー 
点义予約中 


運転スイッチ 


運転の開始及び消火 


温度 


時計がィマ- 


タイマ-入■■運 


ち」 



お 

14 

16 

18 

20 

22 

24 

26 

28 

高 

を旧 

王/皿 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


お 

44 

48 

已2 

已6 

60 

64 

68 

72 

局 

:さ；曰 
の/皿 

r 4-@ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


) ち旧 
巧/皿 




BBSS 


立)スト-ブ 
温水暖房 


温水暖房1帮^ :機 


セ-ブ自動運転 


スト-ブ 






高温ランプ(レッド） 



点な…高温運転中 





湯温調節ランプ(レッド-グリーン） 


•レツド…設定湯温を表示 
•グリーン…現在湯温を表示 


運転ランプ(グリーン） 

I 点な…運転中 

I 点滅…消火後再点义したとさ 
(ストーブがちえると点 
巧に変わる） 

I 点滅(点な時間が短い） 

…エラーが発生したとさ 
(エラーにより正甫側は 
使用でさる） 


自動ランプ(グリーン） 


I 点な…自動運転中 
I 消な…手動運転中 


セーブランプ(グリーン）_ 

I 点な 

-セーブ運転中 

. タイマーセツト時に予約した場合 
I 点滅…セーブ運転中に室温が設定 
室ミ豆より3で上昇した場合 
(消义中ち点滅） 


燃焼ランプ(レッド） 


点な…温水暖房運転中 


給水ランプ(グリーン） 


点な…循環水の不足 
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I ? I 1 ? I 
設定叨替け 


分 


自動手動 ’ 
微か 

セブ r 


ル 


中 


大 


手動(油量調節） 


時刻調節ボタン 


セーブボタン 

■時ボタン…時設定 


セーブ運転の開始及び 

■分ボタン…分設定 


解除(自動運転時） 


設定切替ボタン 

時刻設定の切曾え 


_温水暖房タイマーボタン_ 

温水暖房のタイマーのセツト及び解除 



n 


湿水暖房 I m 

スト-ブ 


温水暖房--スト-フ 


スト-ブ 


温づ 


I 房 



表示部 

操作部（ワンタッチポケット） 


■操作部 


‘操作部は、ワンタッチポケットを軽く押し込むと、ゆっくり開さます。 
軽く押し戻すと、□ックして閉まります。 



スト ー ブタイマ ー ボタン 


义力/室温調節つまみ 

ス I ブのタイマーのセット及び解除 

• 自動運転時…設定室温の調節 
•手動運転時…油量の調節 





湯温調節つまみ 

設定湯温の調節 


自動/手動スイッチ 


自動/手動運転の切曾え 


ぐ写ツ 

/巧" 


踰 


タイ7 


帕卜時刻調節成在/タイマ-) 


自動(室温調節） 


化 


音 


低 


局 


_運転切替スイッチ_ 

ス I ブ…ス I ブ単独運転 
温水暖房 • ••温水暖房単独運転 
温水暖房+ス I ''ーブ 

…温水暖房とス I ブの 
同時運転 


• 操作するときじ(がは、閉じて使用してください。 

•操作ボタンを巧すと受付音 （ 「ピッ」音）を発して、受け付けたことをお知らせします。 
•誤ったボタンを巧すと「ピッピッ」音を発して、受け付けないことをお巧 S せします。 


ご使用前に 
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■使用前の準備 


■燃料 


■点乂前の準備と確認 


• 燃料は必ず打油 ( JIS 1号打油)を使用してくだ 
さい。 

•変質な油、巧れたむ油、水の混じっているな 
油などは絶対に使用しないでください。 

点火、消义しにく<なったり、燃焼が悪<な 
つてすすが出たり、製品の寿命を縮めます。 


■給油 


給油はストーブを消义してか5行ってください。 

1 

1油タンクの送油バルブを閉める 


2 油タンクの給油□ふたをがし、 

給油する 

•油量計の表示が「満」の印し U 上には絶対 
に入れないでください。 



〇給油□ふたを確実に閉める 


A こぼれた灯油はよ<ふさとる 



•油タンクは空にしないでください。 

「空」まで燃焼させるとストーブより「ボン」 
と音がしたり、すすが発生し、故障の原因に 
なじます。 

•給油するとをは、ごみなどが入らないよラ 
注意してください。 

燃焼不良の原因になります。 


1定油面器安全装置のセット 


•初めて使用するとさやシーズン初めには、 
IJ セットボタンを巧してください。 

据付けや、ス I -ーブに強い振動をあたえた 
とを、定油面器の安全装置が作動して、油を 
流しません。 

点火操作後、油タンクに'灯油び入っていて 
も 『 E -03』『 E -33』『 E - □已』 『 E -3 已』のチェッ 
クモード表示び出たとさは、 U セットボタン 
を巧して、安全装置を解除してください。 


リセットボタンを軽く巧し、 
ずぐ指を離ず 



•リセットボタンは燃焼中、 

fCLJ ] 

むやみにさわらないで< 

— — リたツ S 
L J ボタン 

ださい。 


•絶対に カラーを 外して、 


巧さないでください。 \ 
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油漏れの確認 

• ゴム製送油管ゃス I ブの置台に油漏れ 
がないか確認してください。 

万一、油漏れしている場合は送油バルブ 
を閉め、必ずお買い求めの販売店又は最 
害りのサンポットち店•営業所へご連絡 
ください。 



5 給気ホース-排気管の接続の確認 

•給気ホース-排気管が正しく接続されて 
し、 るか確認してください。 

外れていると運転中に扫げスが室内に漏 
れて、大変危険です。 




水漏れの確認 

• 温か配管接続部か 57_ K 漏れびないか確認 
してください。 

万 一、 水漏れしている場合は温水（往 
さ•戻り）バルブを閉め、必ずお買い求 
めの販売店又は最寄りのサンポットま 
店-営業所へご連絡<ださい。 




ス I ブ周囲の確認 


■ス I -ーブの周囲及び給が気筒トップの周 
囲に引火物や可燃物がないか確認してく 
ださい。 

义災や予想しない事故が発生するおそれ 
びあります。 



6 電源プラグの接続 

•電源プラグは10 0 V の専用コンセントに 
差し込んであるか確認してください。 



循環水の水位確認 

•ス I -ーブ左側面の水位表示で循環水の水 
位を確認してください。確認は、必ずス 
I 'ーブび停止し、循揚水び冷えた状態で 
行ってください。（補給ち法31ページ参 

昭） 

川、 ノ 

満水ランプ(赤)び点灯したままで、スト 
ーブを運転すると、循環水びあふれるこ 
とびあ0まず。 


水田*神お 


満水ランプ 


"号の 

化。了 

3 ■ 

■の’ 

■町 



m 町. 

が; 

MM 

刑 

: nn 

4巧, 


ン : H モ a し c 

■で Ut 巧 V 示古 CtdAj. 



適量 ラ赢プ 
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ほ。方法 




■ 運転切替 ■ス I ブ運転と温水暖房運聞の切替えに使用します。 


1 運起切替スイッチを希望の位置に合せる 

•運転切替スイッチの切曾えで、次の3種類の運 
転び選べます。 

① r 温水暖房+ス I ブ」 

…温水暖房運転とス I 'ーブ運 
転を同時に行います。 

⑨ r 温水暖房」…温水暖房だけの単独運転を行います。 
③「ス I ブ」…ス I ブだけの単独運転を行います。 


温か暖房 
同時に運 

温水暖房のみ- 

運転しまず。 

と 

m 

ス 

し 

トーブを 
まず。 

—ストーブのみ 
運乾しまず。 

温水暖房 



スト-ブ 

温水暖房+ス h - ブ 

左ちに動かして切替える 
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_ _ 


— 

L 

」 


■点义 


温度_時計/タイマ-タイマ-入■■運乾里切 


/ ほ141618 20 22 24 26 28高 

1 午前 1 

岡 

. « — „ «1 CD スト-ブ グ \ \ 

室温 （0000000000 

に^温水暖房 V 1 


ほ44 48 52 56 60 64 168 72富 

\ CL ) 商;豆 

面蛹齊灣曾 II セゴ曾 ■ a 

か卜-ブ 1/ 


省電力表示について 

運転スイッチび r 切」で機器び停止中、ボタンを押さない状態び2 9 

分 ULh 続くと省電力表示となり、表示部の表示び全て消えます。 ^ 

この状態か5操作する場合は、いずれかのボタンを一度押して表 
ち部を表示させた後、各操作を行って<ださい。 


1油タンクの送油バルブを開く 




•点火の際には、ガラス(ス I — ブ側)及点検窓(温水暖房側)より着火を確認してください。着火し 
ない場合は、油タンクの送油バルブの開放や定油面器のリセッ ト ボタンを確認してください。 


•運転スイッチを r 入」にし、デジタル表ち部に 『 E -1 日』のチェックモードび表示された場合は、排 
気管の接続び不十分であったり、排気管抜け検知 U - ド線び正しく接続されていないためです。 
運転スイッチをいったん r 切」にし、ス I ブび停止したのち点検し、確実に接続してか5、運転 
スイッチを「入」にしてください。 

•温水暖房運転の場合、現在湯温(グリーンランプ)び設定湯温(レッドランプ)よりち高い場合は点 
火しません。現在湯温び設定湯温より2目盛下びると自動的に点义しまず。 


使 

用 

ち 

法 
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ほ。方法つづき 





■ 室温調節(ス I ブ) 「百 iil 司. セツトした室温になるよラに、义力を自動的に調節します。 


1 自動/手動スイッチを「自動」の位置に合 
せる 

•自動ランプび点巧します。 





自動 

C - \ 

自 

動手 

動 



2 乂力調節つまみを、室温調節ランプを見な 
げらお好みの位置に合せる 

• つまみを動かすと2でづつ変化しまず。 
•室温の設定範囲は「12〜30」でです。 

•設定室温はレッドのランプ、現在室温はグリ 
-ンのランプで表示されます。 

設定室温と現在室温び一致した場合は、レッ 
ドのランプのみ点灯します。 

• 設定室温の数字は室温のめやすでず。設置条 
件によっては必ずしち室温と一致しません。 


低 高 


微小 小中大 
I 手動(油量調節） I 

グリーン(現在室温)\ /レッド(設定室温） 


イを1416\18 20 2が4 2目28高 


室温 

I 〇 

〇 

〇 

© 

〇 

0 

〇 

〇 

〇 

〇 I 


低 

44 

48 

己2 

56 

60 

64 

|已8 

72 

音 I 

湯温 

I 〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 I 


^ ~^向;皿 
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■义力調節(ストーブ) [ 手動運虹 ■セットした义力で運転を続けまず。室温調節はしません。 


1自動/手動スイッチを「手動」の位置に合 





■ es 

• 自動ランプと室温調節ランプの設定室温 (レッ 
ド) び消灯しまず。 

現在室温(グ U - ン)は消灯しません。 


■ • 


自動 

自動手動 

し J 


2 乂力調節つまみを r 糊ル」〜 r 大」のお好みの 
位置に合せる 




低 






局 



1 



1 

II 




微•か 


ふ 


中 


大 

1 


手動(油 量 調節) 




グリーン(現在室温 K 
低1416、 

\18 

20 

22 

24 

26 

28 

局 

室温 

1 〇 

〇 

〇 

成 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇1 


低 

44 

48 

52 

56 

60 

64 

|68 

72 

高 

但ぐ曰 

の/皿 

1 〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 1 









局; nn 



使 

用 

方 

法 



•燃焼中に炎びかたよったり、また上下変動することびありまずび、異常ではありません。 

• 燃焼中「カチカチ」音びすることびありますび、電磁ポンプの運転音で異常ではありません。 
•室温調節び正し<働かないと去は、室温ヴー5スタ（ルームセンサー）を適当な場所に移動して 
<ださい。 

•室温ヴー5スタ（ルームセンサー）は直接ス I -ーブに取り付けないでください。室温調節び正し 
く働かないだけでなくセーブ運転の場合、室温より高い温度で感知し、点火•消火を頻繁にくり 
かえして故障の原因になります。 
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ほ。方法つづき 



温度 時計/タイマ-タイマ-入■■運乾里切 


圍。日..3己]三品 i 


画暫*曾ぎ寶 I 暫庐=^/ 




ほ141618 20 22 24 26 28高 
ま還「0000000000 
ほ44 48 52 56 60 64 [68 72 ^ 
湯混〔〇 〇 0 〇 0 〇 〇 〇 〇 〇 
<—>浸，皿 



■湯温調節(温水暖房） * 循環水びセツトした湯温になるように、义力を自動的に調節しまず。 



湯温調節つまみを、湯温調節ランプを見な 
び5お好みの位置に合せる 

• つまみを動かずと4でづつ変化します。 

• 湯温の設定範囲は「40〜64」ででず。 

• 設定湯温になるよラに火力び調節されまず。 

現在湯温び設定湯温より約己で!;(上高くなると 
消火しまず(燃焼ランフ消灯)。循環水温度び低 
くなると自動的に点义します。 

• 湯温調節は循環水の温度を調節するちので、数 
字は湯温のめやすです。床面温度を調節ずるち 

のではありません^。 1 ヴ M 、•巧目尸:日:日、 

•床暖房の床表面温度は力一ぺットの種類などの1 ノ脚仕細, 

設置条件によって、循環水の温度より1〇〜2□で低くなりまず。 




低 

14 

16 

18 

20 

22 

24 

26 

28 

局 

を旧 
ち/皿 

I 〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 1 


イ岳 

44 

48 

52 

56 

60 

64 1 68 

72 

局 1 

ち旧 
/巧/皿 

1〇 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 1 


レツド(設定湯温） 


) を旧 
口/皿 


高温スイッチの使用 

• 放熱器にパネルヒーターなどを使用し、循揚水 
温度の設定を64でより高くしたい場合は、高温 
スイッチを「入」にずるように販売店に依頼して 
<ださい。 

•高温スイッチを r 入」にすると、湯温調節ランプ 
の設定湯温(レッド)び消灯し、高温ランプび点なします。 

• 湯温調節つまみの位置に関係なく、循揚水温度を72でに制御しまず。 



• 湯温調節は部屋の温度調節ではありません。湯温を上げすざないよラに注意してください。 

• 凍結防止及び腐食防止のためにサンポット純正の不凍液をご使用ください。 

■床パネルなどの放熱器の設置条件や室内の温度条件によっては、設定湯温まで上び5ないことび 
あります。 

• 湯温調節つまみを動かすと湯温調節ランフの現在湯温(グリーン)び1つ動 < ことびありますび、 
異常ではありません。 

• 高温スイッチの操作は設置時に行い、使用中は切替えないでください。 

■パネルヒーターなどを使用しない場合は、高温スイッチを r 入」にしないでください。 



低 

14 

16 

18 

20 

22 

24 

26 

28 

局 

室温 

1 〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 



低 

44 

48 

52 

56 

60 

64 

已8 

72 

局 


湯温 

1〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇- 


〇 

〇 



グ IJ ーン(現在湯温) 



^^局皿 
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■ 消义 




1 運転スイッチを再度押して、 r 切」にする 

• 運転ランプと室温調節ランプおよび湯温調節 
ランプび消むします。 


〇油タンクの送油バルブを閉じる 


3 消义を確認する 

• 対流用ファンはス I ブび;ちえるまでの約8分間回りつづけまず。 



使 

用 

ち 

法 



• 長期間留守にずるとさは、必ず電源プラグをコンセントか6巧いてください。 
• 電源プラグは巧流用ファンび停止してか5抜いてください。 

• 電源プラグをコンセントから抜いて運転を停止しないでください。 

ス I -ーブび過熱し、故障の原因になります。 

•お出かけになるとさは必ず消义してください。 

運転スイッチを r 切」にしてください。 
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■使用上の注意 


局温音"こま意 

•ストーブの前面ガードなどは高温です。 

やけどに注意して < ださい。 

• 特にお子さまをス I -ーブに近づけないでください。 

保護ガード(関連部材)のご使用をおすすめします。 

• 前面ガードを開いたまま使用しないで<ださい。放熱器やガラス 
などの高温部に誤ってふれますとやけどをしまず。 

• 給排気筒トップや排気管は高温です。やけどにま意してください。 



ほ温やけどにを意 

• 長時間皮膚の同じ場所に触れないでください。 

比較的低い温度(40で〜己ぴ C ) でち低温やけどや脱水症状の原因 
になります。次のよラなかたびご使用になるとさは、まわりのか A 

たび常に注意してあげてください。 / f \ 

■乳幼児、お子さま、お年寄り、病人や身体の不自由なかた 
•皮膚の弱いかた■睡眠薬などを服用されたかた / 

•深酒、疲労の激しいかた 

* む 臓 病などで身体を暖めることを医師か5止め5れているかた 


カーぺットのはがれにま意 八 遊 y 

•力ーペットびずれたり、めくれたまま使用しないでください。 / f \ 

床パネルに直接軸れると、やけどのおそれびあります。 



給排気筒トップ開そく危険 

• 給排気筒トップの周りび雪でふさがれたままで使用しないでくだ /CN 。 

さい。ふさびれているとさは、除雪してください。 V V 

閑そくしていると運転中に扫がスび室内に漏れて、危険です。 

ノ、 

邸 

© 

tr 

ム 

ぶ。 

〇 0 0 い 

ベ：。 

ま結防止及び腐食防止についてのを意 

• 循環水には凍結防止及び腐食防止のためおずサンポット純正温水暖房用不凍液を使用してく 
ださい。 

不凍液は割合を守って入れてください。 

• 他の不凍液を使用したり、混合したりずると製品の寿命び短くなります。 

• 指定の不凍液をご使用にな5ないことによる熱交換器-配管回りの、凍結-破損-腐食につ 
いては、保証いたしかねまず。 

循環液(不ま液、補充液)の保管にま 意。^ 

■循揚液(不凍液、補充液)は幼児の手の届かない所に保管してくだ A 
さい。万一、飲んだ場合にはすぐに化かせて、医師の診断を受け/!\ 

てください。 じづ 

0 0 

滿系み 

3 

F) 


雷時のま意 

• 雷び接近したときは、電源プラグをコンセントか5抜いてください。 
激しい雷の影響でス I -ーブび故障するおそれびあります。 


■シーズンオフのよラに長期間使用しないとさは電源プラグを抜いてください。 


•ガラスには水をかけたり、衝撃をあたえたりしないでください。ガラスび割れ危険です。 


•ストーブ前面付近は、ふく射熱び強いので熱に弱いものを置いたり、敷いたりしないでください。 
変色や変形したりすることびあります。 
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■ 時刻合せ 

■はじめて使用ずるときや停電後、表示び [-.'--I になっている場合には、時刻合せを行ってください。 


停止中でち運転中でち合せることびでさます。 

1 時刻調節ボタンの『時』『分』を巧す 

• ボタンを押し続けると早送りになりまず。 

• 已秒間操作びないと、現在時刻表示に切換りま 
す。 

• 時刻を再度合せる場合は、設定切替ボタンを 
巧して時刻を点滅させてか5『時』『分』ボタ 
ンを押して < ださい。 

• 停電びあると記憶び解除されます。 

再セツトしてください。 


使 

用 

方 

法 
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ほ。方法つづき 



•おめざめ前の寒い朝などお巧みの時刻に運転を開始しまず。 


停止中でを運転中でち合せることがでさます。 

1 設定切曾ボタンを押して、時刻、ストーブ 
タイマーランプ、室温調節ランプを点滅さ 
せる 


設定切替 


2 時刻調節ボタンの『時』『分』を押す I 

■分は已分きざみで動きます。 -—— 

■ボタンを押し続けると早送りになります。 -—— 

•已秒間操作びないと、現在時刻表示に切換りま 時 分 

す。 I 

• タイマー時刻は一度セットすると記憶されま 
すので、次か5セットする必要はありません。 

• 停電びあると記憶び解除されまず。 

再セツトしてください。 
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■タイマー運転 I 温水暖房タイマー時刻合せ] 

•おめざめ前の寒い朝などお巧みの時刻に運転を開始しまず。 


停止中でを運転中でを合せることがでをます。 

1 設定切曾ボタンを押して、時刻、温水暖房 
タイマーランプ、湯温調節ランプを点滅さ 
せる 


2 時刻調節ボタンの『時』『分』を押す 

■分は已分きざみで動さます。 

• ボタンを押し続けると早送りになります。 

• 已秒間操作びないと、現在時刻表示に切換りま 
す。 

• タイマー時刻は一度セットすると記憶されま 
すので、巧か5セットする必要はありません。 
• 停電びあると記憶び解除されまず。 

再セツトしてください。 



時 


分 
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ほ。方法つづき 



3 4 






- - 


1 _ 1 

i \ 



■タイマー運転 [ タイマー点义~1 
1油タンクの送油バルブを開く 


2 運転スイッチを押して、 r 入」にする 

■運転ランプび点灯します。 

• 燃焼中にセツ ト ずる場合、運転スイッチを 
「入」にする必要はありません。 



運転 

() 


〇運転切替スイッチを希望の位置に合せる 


■ ■龜 ■ I 

温水暖房 I ストーブ 
温水暖房+スト-ブ 


4 タイマーボタンを押す 

• タイマーランプび点灯します。 

■已秒間デジタル表示部にタイマー時刻を表示 
しまず。 


スト-ブ 

1温水暖房 

こ)スト-ブ 

〇温水暖房 


5 お好みの運転を予約する 

• 自動/手動運転-セーブ運転の予約びでさます。 

• 自動/手動運転-セーブ運転はタイマーセツ ト をしてち解除されません。 
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■タイマーセツトの解除 


1 運起スイッチを再度押して、 r 切」にする 

• タイマーランプび消灯します。 


入■■運転且切 




小-:: 

1、 

温水暖 J 

言 



■タイマー時刻前に点火する場合は、再度タイマーボタンを押してください。 
び消巧します。） 


(タイマーランプ 


使 

用 

ち 

法 



•時刻合せをしていないとタイマー運転はでさません。先に時刻合せを行ってください。 （22 ぺ一 
ジ参照） 


• タイマー点义をする場合は、周囲に可燃物びあったり、その他危険な状態のないことを確認して 
<ださい。 

■おでかけのときはタイマー点义をしないでください。予想しない事故び発生するおそれびあります。 
• 停電したときや運輯中にチェックモードび表示されたとさは、タイマー運転は解除されます。 
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ほ。方法つづき 





■ セーブ運転(ストーブ、自動運転時） 

•比!銅暖し、時期など、設定蚕品より蚕就りホ;りすぎるときにご使用ください。燃脱消义をくりかえし、蚕品を調節します。 


1 セーブ ボタンを押す 

• セーブランプび点灯します。 

• 室温び設定室温より約3で上昇したとさは、 

セーブランプび点滅となり、この状態び10分 
間続くと消火になります。 

• 再点火は室温び設定室温に下がったとさ、セーブランプび点滅か5点灯に変わり、点火になり 
ます。 

• セーブ運転は燃焼-消火を< りかえしますので室温の変動び大さ<なります。 



わーブ 

セ-ブ 

° 


■セーブ運転の解除 


1 セーブボタンを再度押す 

• セーブランプび消灯します。 

セーブ運転は手動運転にしますと自動が) 
に解除されますが、再度自動運転にしま 
すとセーブ運転になります。 





セー ブ 

バ 

() 



■セーブ運転を連続して使用しまずと、ガラスにすずび付くことびありまず。とさどさセーブ運転 
を解除し、火力を中〜大で1〜2時間燃焼させてください。 

■セーブ運転は一度セツトすると記憶されますので、消义してち解除されません。 

■停電したとさや運転中にチェックモードび表示されたとさは、セーブ運転は解除されます。 
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■ まを装置 

•異常が生じたとさ、自動的に消义ずる装置でず。 

• を全装置が作動した場合、運転スイツチを r 切」にし、ス I ブがをえてか！5下記の処 
置をしてください。 


ま全装置のなまえ 

• 作動の原因 

チェックモード 

処置の方法 

巧震自動消乂装置 

• 地震(震度已程度ムソ上)のとさ 
• 強い振動や衝撃を受けたとさ 

C _ n 3 

し U し 

ス1-ーブの周囲や給気管-排気管の外れや 
ゆるみ、油漏れなどの異常びないことを確 
認し再点火操作してください。 

停電き全装置 
•停電したとを 
■電源プラグび抜けたとさ 

C - n n 

し U U 

通電後、再点火操作してください。 

温風過熱防止装置 
■エアーフィルタにほこりびた 
まったり、エアーフィルタび力一 
テンなどでおおわれたとさ 

E •曰つ 

エアーフィルタの掃除や障害物などの原因 
を取り除いてか5再点火操作して < ださい。 

点义安全装置 
• 点义不良 

E - [に！ 

E - リ 

次のことを確認し' 再点火操作してください。 

• ミ由タンクの恣由ノ (ルブが閉じ5れていないか。 

• ゴム製送;'由管に空気だまりびないか。 

(44 ページ参照） 

• 定油面器のを全装置び作動していないか。 
(13 ぺージ参照） 

• 再びチェックモードび表示される場合に 
は、お買い求めの販売店又は最寄りのサン 
ポットま店-営業所へご連絡ください。 

燃焼制御装置 
•途中で火び消えたとさ 

E - i ] 弓 

E - コ,5 

温水過熱防止装置 
• 温水回路び閉止されたとさ 
(ス トーブ 勘ちで使用できまず。） 

E - ! •弓 

温水バルブび開いているか、温水配管びつ 
まったり、つぶれていないか確認し、再点 
火操作してください。 

不完全燃焼防止装置 
• 不完全燃焼になった排ガスび 
室内に漏れたとさ 

積算作動回数1〜2回 

E - [•: 

E - bh 

次のことを確認し、再点火操作してください。 
•が気管びがれていないか。 

(3 □ページ参照） 

• 給排気筒トップの先端び外れていないか。 

(3 □ぺージ参照） 

•再びチェックモードび表示される場合に 
は、お買い求めの販売店又は最寄りのサン 
ポットま店-営業所へご連絡ください。 

【連続不完全燃焼通知機能】 

• 連続して不完全燃焼防止装置 
び作動したとさ 

積算作動回数3回 

广广广广 
しししし 

(点滅） 

【再点义防止機能】 

• 連続して不完全燃焼防止装置 
び作動したとさ 

積算作動回数4回 

广广广广 
しししし 

(点な） 

室内の換気を行い、お買い求めの販売店又 
は最寄りのサンポットま店-営業所へご連 
絡ください。 

『[[[[』び点灯ずるとストーブび使用でき 
なくなります。 
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■ その他の装置 


装置のなまえ 

• 作動の原因 

チェックモード 

処置の方法 

排気管抜け検知装置 

•排気管接続部のがれ 
• 排気管おけ検知リード線びか 
れたり断線したとさ 

E - IEI 

排気管や排気管抜け検知リード線を点検 
し、確実に接続してか5再点火操作して< 
ださい。 
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給気ホース 
排気管 


給排気筒トツプ 


• 給気ホース-排気管の接続箇所が 
外れていないか点検します。 

•給気ホースび排気管にあたってい 
ないか点検します。 

• 室外の給排気筒トツプが鳥の巣や 
ビニール 袋などでふさがれていな 
し佩点検します。 





が 


OG 


置 


油漏れ•油のたまり 
油のにじみ 


>ゴム製送油管や置台に油漏れ、油 
のたまり、油のにじみびないか点 
検します。 


が勝 


水漏れ 


使 


用 


ご 


と 


’温水配管に水漏れびないか点検し 
まず。 

’循環水の減りび早い場合には、床 
暖房パネルや温水配管等か5漏れ 
ていることび考え5れますので、点 
検を依頼してください。 



周囲の可燃物.引义物 


• ス I ブの上や周囲 • 
ップの周囲に可燃物、 
し、か点検します。 


給が気筒卜 
引义物がな 


ご づ 



% 


I ’ 


排ガスの漏れ 


給排気筒トツプ 


>排ガスのにおいや、目がチカチカ 
しないか点検します。排ガスが漏 
れていますと危険でず。 

• 給排気筒トップが雪やかでふさび 
れていないか点検します。ふさが 
れていると異甫燃焼することがあ 
り危険です。 



v ) 


な。。 

© 



■日常の点が手入れ 

■麻、検-手入れのときの注意 

•必ず運転スイッチを r 切」にして、ストーブの運転を停止し、ストーブびをえた状態で行 
つて < ださい。 

■点検•手入れの必要項目、時期、方法 

時期 I 点検•手入れ項 S 1 方 法 


シ—スンはじめ 


点検.その他 
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■日常の点が手入れ つづさ 


時期点検•手入れ項目 ち 法 


エアーフイルタ 


循環水 


•ス I ブ背面のエアーフィルタに 
付いたほこりを掃除機などで取り 




■循環水の水位を確認し、水位表示の 
適量ランプ（緑）び消えている場合、 
次のように補給します。 

■水位確認は、必ずス I -ーブび停止し、 
循環水び冷えた状態で行って<ださい。 

1 給水扉を開<。 



給水扉 


開< 


衣' 


'，巧. 

い- 


給水□キャップ 


週 


に 


回 


な 



2 給水□キャッフをがす。 

3 ゴムホースを水タンクに差し込む。 

4 給水□より温水暖房用補充液を 
入れる。適量ランプ（緑）び点 
灯した 5 —度補給をやめ、約 
200 CC 補給ずる。補給中に満 
水ランプ（赤）び点灯した場合 
は補給をやめ、適量ランプ（緑) 
び消灯するまで抜く。再び補給 
し、適量ランプ（緑）び点灯し 
た 5 -度補給をやめ、約 
200 CC 補給ずる。 

5 給水□キャップをちに回して確 
実に閉める。 

6 ゴムホースを給水□の U 字みぞ 
にはめて、給水扉を閉める。 



給水扉 

ゴム ホース 


ミ届水暖房用補充液 給水口 



.. •循環水の水位び低下しますと、給水ラン 

注意） プび点灯し、温水暖房運転でさません。 

•使用しているとき、水位びいちじるしく低下する場合は、温水配管部の漏れを確認して 
<ださい。 

*循場かは満水ランプ(赤)び点なずるまで補給しないでください。使用中に循環水びあふ 
れることびあります。 

• 不凍液での補給はしないでください。濃度びあびり故障の原因になります。 
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点検-手入れ項目 


ち 


法 


循環水は温度び上昇しますと膨張しますので、運転中や停止後しば5<は満水ランプ 
(ホ）び点灯することびありまず。 

設置当初や温水暖房の使い初めに、熱交換器か5「ジュジュ」と時々音び出る場合びあ 
0ますび異常ではあ0ません。 


ストーブ外観 

安全のため、電源プラ 
グをコンセントよ0 
巧いてか5行って< 
ださい。 


ゴム製送油管 


■ス I 'ーブ•置台•反射板などの 
ほこりや';ちれは、乾いたやわ5 
かい巧などでされいにふさとり 
まず。 

• シンナ ー • アル コール • ベンジン 
などは使用しないでください。 

前面ガードの外しかた 

• 前面ガードのち側上部をフック 
か6がし、棒を下部の巧か5引 
さなさ、手前に開さます。 


• ゴム製送油管にひび割れび生じ 
ていないか点検します。 

• ゴム製送油管は経年変化します 
ので3年に1度新しい物に交換 
して < ださい。 

• 交換はお買い求めの販売店に依 
頼、又は最寄りのサンポットま 
店-営業所にご相談ください。 




電源プラグ 


I 電源プラグにほこりび付着していないか点検します。 


油タンク 


•油タンク内に水やごみびたまっ 
ていないか点検します。 

•油タンク内の水抜さ、ストレー 
ナ (ろ網）の掃除は、油タンク 
附属の取扱説明書に従って行っ 
て < ださい。 



期 

寺 

np 


週に一回上 


巧に一回 Z 5 


1 シ I ズンに2〜3回 


給油のとさ 


点検.その他 
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■定期点検 

サンボット密閉式石油ス I -ーブは使用される場所や条件、また使用時間により消耗-劣化ずる部品び 
あ りますので、修理資格者〔(財)曰本石油燃焼機器保守協会 ( TEL .03-34 日日- 2 日 28) で行ラ技術管理 
講習会修了ち(石油機器巧術管理±)など〕による定期点検を受けてください。 

■定期点検の実施時期 

2シーズン卸こ1回程度定期点検を受けてください。 

ただし、湿度の高いところ、ほこりのをいところ(例えば、厨房室や製綿工場など)、温泉地域などでご 
使用の場合は、1シーズン毎の点検びお、要となりますのでお買い求めになった販売店にご相談ください。 


定期点検 


定期点検は専門の技術者が、設置状態、給排気まわりの点検-安全装置及び運転動作の点検-確認、 
使用時間により消耗劣化しやすい部品の点検などを行います。 

安全にお使いいただくために製品の状態を点検診断するちのですか5必ず受けてください。 


お申し込み先 


お客さま^お買い求めになった販売店又は最寄りのヴンポットま店-営業所。 


定期点検費用 


定期点検の費用につし、てはお買し、ホめの販売店又は最寄りのサンポット支店-営業所にご相談ください。 
定期点検の結果、部品交換及び修理などび必要な場合は、処置内容及び費用につしてお客さまにご相談 
申し上げます。 


■定期点検の内容 


定期点検の内容 

項 目 

設置:!犬態、給排気まわりの 
点検.確認 

• 製品の設置-使用状態 • 送油経路部の油漏れ（ゴム製送ミ由管含む） 
•給排気筒接続とつまり •温水経路部の水漏れ 

•給排気筒トップのつまり 

ま全装置及び運転動作の点 
検.確認 

•安全装置の働さ •運転動作の点検 

• 操作部品や動<部品の働さ 

環境-使用時間により务化 
しやすい部品の点検-交換 

■点火ヒータなどの点検 

■給排気部品-排気管接続用0リングなどの点検 
•パーナ-燃焼 U ング-赤熱筒などの点検 
•各種送風機、循環ポンプの点検 •各種パッキンの点検 

• ガラスの点検（劣化の状態により交換の場合をあります。） 

製品の清掃-整備 

■本体内 ■エアーフィルタ•ファン ■オイルフィルタ 

•油タンクの水抜さ •放熱器 •熱交換器 

循環水の点検.交換 

■循環水は日〜7年を目まに入れ替えてください。 

• 凍結防止及び腐食防止のためにサンポット純正の不凍液をご使巧く 
ださい。 
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I 柳章•異常の見分け方と処置方法 


巧のような場合は故障ではありません。 


現 象 

原 因 

点 

义 

時 

* 

义 

時 

初めて使用するとをやシーズン 
始めに、煙やにおいび出る 

耐熱塗料やほこりが焼けるためです。 

異常ではありません。 

「ピチピチ J や「カンカン」と 
いう音びずる 

本体内部の加熱-を却時に出る金属の膨張-収縮音です。 
異常ではありません。 

か"、 

1 烧 
時 

青炎の中にホ义び混じる 

異甫ではありません。 

炎の一部び揺5ぐ 

異常ではありません。 

「カチカチ J という音がずる 

電磁ポンプの運転音で、異常ではありません。 

そ 

の 

他 

ガラスび白くなる 

打油中の成分がガラスに付着するためです。 
異常ではありません。 

室内側給排気筒が結露ずる 

が気温び低く、室内の湿度び高いためでず。 

異常ではあ0ません。 


点検.その他 
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I 柳！ •異甫の見分け方と処置方ミ去っづき 


異常が生じた場合は下表を参照して、お客さまご自身で処置してください。 


\ 現象 

原因 

運 

Ie 

フ 

ン 

プ 

び 

点 

灯 

し 

な 

い 

点 

火 

し 

な 

い 

炎 

び 

立 

上 

び 

る 

デジタル表示部に表示された 
チェックモード 

処 置 

参 

照 

ぺ 

1 

ジ 

E-DG 

E - □ョ 

E - □弓 
E - ョョ 

E - ョ弓 

E -[[ 

E - bh 
[[[[ 
(点滅) 

E - 日？ 

E - □つ 

E - 16 

E - 1弓 

P 己5 

給水 

ランプ 

点な 

電源プラグびコンセ 
ントか5巧けている 

• 












電源プラグをコンセン 
卜に確実に差し込む 

14 

油タンクに巧油びない 


• 



• 








給油する 

13 

停電があった 




• 









運転スイッチを押し 
なおす 

28 

油タンクの送油バル 
ブが閉じている 


参 



• 








送油バルブを開く 

28 

定油面器のまを装置 
び作動している 


参 



参 








リセットボタンを押す 

13 

エアー フイルタにほ 
こりびたまっている 








• 





掃除する 

28 

31 

エアー フイルタび カー 
テンでふさびっている 








参 





カーテンを取0除< 

28 

給が気筒トップの先 
端がふさびれている 



• 



• 







織原筒トップ先端の 
しゃ閉物を取り除く 

30 

地震や強い衝撃びあ 
った 







♦ 






ス1ブ周囲、涵漏れ、 
給排気筒を点検する 

28 

ミ品水配管がつぶれている 
ミ品水バルブが閉じてし、る 









参 




つぶれをなおず 
温水バルブを開く 

28 

排気管が巧けている 






• 




♦ 



確実に接続する 

29 

循環ポンプスイッチ 
が「入」になっている 











参 


循揚ポンプスイッチ 
を「切」にする 

— 

循環水び不足している 












• 

補給する 

31 


ULh の方法で点検し、処置してちなお5ないときは、使用を中止しお買い求めの販売店又は最寄りのヴ 
ンポット支店-営業所へご相談ください。 

修理をお申しつけのとをには故障内容をでさるだけ詳しく、また表示部に表示されるチェックモードを 
ご連絡ください。 
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■チェックモードに下記のような表示が出たときは、お買いボめの販売店又は最寄りのサン 
ポット支店-営業所へご連絡ください。 


■下記のチェックモード表示び出たときは、ストープ又は温水暖房の正常側のみ単独で使用 
することはでをますが、早めの修理依頼をおすすめします。 


■下記のチェックモード表示が出たときは、ス I ブ単独で使用することはでをますが、早 
めの修理依頼をおすすめしまず。 

《 『 E -1 巨』のチェックモードび表示された場合は3已ぺージの処置を行ってください。再 
びチェックモードび表ちされる場合は、早めの修理依頼をおすすめします。 


■下記のチェックモード表示び出たときは、温水暖房単独で使用ずることはでをますが、早 
めの修理依頼をおすすめします。 


E- 15 E _ ピ 8 


E~ IB E - 



チェックモード表示部 


給水ランプ 



「コ 

II 

- 

UJ 

「こ 「U 
,,|,コ 
- - 
Uj UJ 

，— 5 
,• nj 

膳 歷 

Uj Uj 


骗 


S S 
,, 5 

Uj UJ 


3〔， 

〔〕5 

CJ Uj 


点検.その他 


36 

















































I 柳！ •異甫の見分け方と処置方ミ去っづき 


このような現象のときは使用を中止し、 

油タンクの態由バルブを閉じて販売店にご連絡ください 

• 使用される場所や条件又は長期間の使用により、下記のよラな現象び見5れる場合には使巧を中止し 
て、必ずお買い求めの販売店に修理依頼、又は最寄りのサンポット支店-営業所へご相談ください。 


排ガスのにおいがしたり、目がチカチカする 
• 排ガスが漏れているおそれがあります。 

排ガスが室内に漏れていますと、危険です。 



黒煙を出して燃える 
•燃焼が異甫になっています。 



点义•燃焼•消义ずるときに「ボーン J という大きな音びした 
■ス I -ーブが損傷したり、パッキンび飛散し 
ているおそれがあります。 


\ボン/ 



置台に油び漏れている 
• 送油配管より油が漏れています。 
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交換のしかた 

• 経年により消耗、劣化しやずい部品びあります。 

■異常かなと思われました5、お買い求めの販売店又は最寄りのサンポットま店-営業所にお問い合せ 
ください。個人での不完全な修理は盾;険です。 

•修理資格者〔(財)日本石油燃焼機器な守協会で行ラ技術管理講習会修了者(石油機器技術管理±)など〕 
が修理いたします。 


■消耗、劣化しやすい部品 


項 目 

内 容 

使用時間により交換が 
お要な部品 

点火 ヒータ. 排気管接続用0リング （ J 旧日24014種 D P 50) 

燃焼 U ング-赤熱筒-を種パッキン-循環ポンプの軸受け-ガラス 

環境により劣化しやず 
い部品 

給排気筒系部品-制御基板-燃焼用送風機-対流用送風機 
ゴム製送油管 

不良灯油を使用されて 
努化しやずい部品 

電磁ポンプ-定油面器 


■不完全燃焼防止装置（検知部） 

• 不完全燃焼防止装置の検知部は、有効期限までに交換び必要になります。有効期限を過ぎると検知部 
の感度び鈍くなり、不完全燃焼防止装置び正甫に作動しないおそれびあります。 

不完全燃焼防止装置（検知部）の有効期限は機器ち側面に表示されております。 （40 ページ参照） 

なお、不完全燃焼防止装置（検知部）の交換は有料です。 


f 呆管(長期巧使用しない場合） 

•長期間使用しないとき（シーズン終了時）は、次の要領でお手入れしてください。 


1 電源プラグをコンセントか5抜く 

• めれた手で触5ないでください。 
感電のおそれびあります。 


2 ストーブタ1•装、エアーフィルタの掃除をする 

(31、32ぺージ参照） 


〇油タンクの送油バルブ、温水バルブを閉じる 




点検.その他 


4 ストーブは据付けたまま保管する 

•どうしてら取り外して保管するときは、湿気やほこりの少ないところに保管してください。 
■次シーズンに据付けるとさには、必ずお買い巧めになった販売店に依頼してください。 
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仕様 


型式の 呼び 

UFH -993 TBFS 

種 類 

ポット式、強制給排気形、強制対流形 

点义 方式 

電気点义 

使用 燃料 

1 灯ミ由 ( JSI 1 号なミ由） 

燃 焼 状 態 

最大 

最ル 

燃 料 
消費量 

巧暖房•ストーブ同時運転 

1 2. 1 kW (1.176 L / h ) 

3.89 kW (0.378 L / h ) 

ストーブ単巧運転 

已 .41 kW (0 .已吕日 L / h ) 

吕 '04 kW (0.198 L / h ) 

巧暖房単巧運転 

已 .69 kW (0 .已已 L / h ) 

1.8 已 kW (0.18 L / h ) 

発熱量 

巧暖房•ストーブ同時運転 

43, 已目 OkJ/h 

1 4,000 kJ/h 

ストーブ単巧運転 

19,480 kJ/h 

7,330 kJ/h 

巧暖房単巧運転 

24,080 kJ/h 

6.670 kJ/h 

熱効率 

巧暖房•ストーブ同時運転 

81.6% 

78.1% 

ストーブ単巧運転 

86.0% 

82.9% 

巧暖房単巧運転 

78.2% 

72.9% 

暖房出力 

巧暖房•ストーブ同時運転 

9.88 kW 

(循環水量 240 L / h ) 

3.03 kW 

(循環水量 240 L / h ) 

ストーブ単巧運転 

4.6 已 kW 

1.69 kW 

巧暖房単巧運転 

已 .23 kW 

(循環水量 240 L / h ) 

1.3 己 kW 

(循環水量 240 L / h ) 

最大巧暖房出力 

己. 23 kW 

(循環水量 240 L / h ) 

本体 水 容量 

2.4 L 

巧暖房用熱交換器の最高使用圧力 

1 OOkPa ( I ' Ok 呂 f / cm 2) 

が お 寸 法 

高さ已日 0 mm 幅 7 已 0 mm 奥行 47 1 mm (置台を含む） 

質 量 

41 kg 

電源電圧及び周波数 

100 V 已 0/60 HZ 

奮 

消 

費 

電 

巧暖房•ス1-ーブ同時運転 

最大（点义初期に短時間発生） 1000 /1000 W 点义時 680/680 W 燃焼時 87/101 W 

ストーブ単巧運転 

最大（点义巧期に短時間発生） 620/620 W 点义時 335/320 W 燃焼時 41/43 W 

巧暖房単巧運転 

最大（点义初期に短時間発生） 700/730 W 点义時 380/390 W 燃焼時 70/86 W 

待機時消費電力 

1.0/1.0 W 

巧パネルの接続面積 

11 .6 m 2 〜 43.4 m 2 (8 〜30畳） 

給が気筒の型式の D 乎び 

FWT -7 M - 已 

給が気筒の呼び径 

D 49 

給が気筒の壁賃通部の？ L 径 

83〜9目 mm 

が 気温 度 

2目び CUTF 

電流 ヒューズ 

筒型 30 mm 1 2 A 1個 

ま 全 装置 

巧震自動消义装置、停電を全装置、温水過熱防止装置、燃焼制御装置、 

温風過熱防止装置、不完全燃焼防止装置 

その他の 装置 

排気管巧け検知装置 

温水配管接続 □ 

G 1/2オネジ 

附 属 品 

置台（1)、壁固定金具に)、巧固定金具に)、ゴム製送油管（1)、ワイヤー 
ノくンドルに)、 ワイヤーバンド大（1)、給排気筒セット（1)、排気管断熱力 
パ’一(1)、遮熱板（1)、ストッパーリング (1).4 X 吕已タッピンねじ巧)、 
取扱説明書 （ 1 ) 、工事説明書 （ 1 ) 、温水暖房工事説明書 （ 1 ) 、保記書 （ 1 ) 、 
特定保守製品説明書 （ 1 ) 、所有ち票 （ 1 ) 、保護シール （ 1 ) 
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アフター ヴー ビス 


I 保証について 


>な罰書は、必ず「お買い上げ曰•販売店名」などの記入をお確かめのラえ、 
販売店か5お受け取りください。内容をよくお読みのあと、大切に保管し 
てください。 

>保証期間は、お買い上げ曰か51年間です。 


■修理を依頼ずるとをについて 



「故障.異常の見分けちと処置ち法」に従って点検してください。処置してちなお5ないとき 
は、使用を中止し、必ず電源プラグを巧いてか5、お買い求めの販売店又は最寄りのサン 
ポットち店-営業所へご連絡ください。 

修理に際しまし " C は、保証書をご提示ください。保証書の規定に従って販売店が修理いたします。 


ご連絡していただきたい内容 

ご住巧 


おなまを 


電話番号 


製品名 

密閉式 石油ストーブ 

型 名 

UFH-993TBFS 

お買い上げ 曰 

年月日 

故障又は 
異常の内容 

できるだけ詳しく （表示部のチェック 
モード数字など）お知らせください。 

訪問ご希望 曰 



有効期限シール 
(ち側面） 



チェックモード 表示 
型名 • 


• 保罰期間び過ざているとさは、販売店にご相談ください。 

修理によって使用できる場合は、ご希望により有料修理いたします。 

■修理料金は、巧術料-部品代-出張料などで構成されています。 

• ご不明な点や修理に関するご相談は、お買い求めの販売店又は最寄りのサンポットま店-営業所へお 
問い合せください。 


■補修用性能部品について 


点検.その他 


• 密閉式石油ストーブの巧修用性能部品の保有期間は製造巧切り後1□年です。 
• 補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 































床固定金具 



•マントルピースなどス I プが囲われる場所に設置する場合の内部やその周辺は、でさるだけ不 
燃材料又は準不燃材料あるいは防熱板で仕上げを行つてください。 

• 上図では可燃物までの離隔距離をおしていますが、保守点検や性能維持のため、不燃物などの場 
合ち上図離隔距離としてください。 



据付け-巧設 


■据付け-移設工事は販売店に依頼ずる 

据付けや移設工事は販売店又は据付業者に依頼し、お客様ご自身では行わないでください。 

■据付け場所の選定及び標準据付け例 

据付けについては、乂災予防条例、電気設備に関する技術基準など法令の基準があります。 
工事説明書の r 安全のために必ずお守りください」をお読みになり販売店又は据付業ちとよく 
ご柏談してください。また、 r 標準据付け例」については、下図を参照してください。 

【ストーブか!5周囲の可燃物までの離隔距離】 

■ス I プち側面と壁面は保守点検のため aOcnU ソ上離してください。 

■ A 寸法を10〜 30 cm まで近づける場合は、前面ガードに附属の遮熱板を取り付けてください。 

可燃物 1上 




»マントルピースなどス I ブが囲われる場所に設置する場合 
(ス I ブは必ず壁面より己 cm じ(上手前に出ずこと。） 


可燃物 


ストーブは化ず壁面より 
6 cm じ(上手前に出すこと。 


20 cm 
む上 
(A) 


1 Ocmm 上 20 cm 
む上 
(A) 



可燃物 


可燃物 





可燃物 


可燃物 











































































【給排気筒トップか5周囲の可燃物までの離隔距離】 


1 7 cm む上 



床固定金具（側面） 
(壁固定金具または 
床固定金具で固定 
する。） 


可燃物 

y////////////y 


物 

^給気 


、3。 


日 OcnU ソ上が） 


眉与 


•60 cmm 上 




30 cm じ(上 



可燃物-地面-スラブ面など 
最大積雪面より日 0 cm む上 


可燃物 


物; 


4已 cm じ(上 4已 cm じ(上 


'物 


可燃物 


ミち（《）日 OcmliLh の寸法は、不燃材を 
使用する場合は 30 cmL ソ上とずる。 


I 給が気筒トツプは上方及び両側に気流を旧 
止する障害物がないこと。 

I 雪のをい地ちでは、最高積雪面より已 0 cm 
し U 上離れる場所に、給排気筒を取り付けて 
<ださい。 

I 不燃物の場合でち性能維持のため、上図離 
隔距離としてください（※部は除く）。 


I 給排気筒を延長ずる場合のま意 


給排気筒を延長する場合は、 3 m 3 曲がりな下で取り付けられる場所を選定してくださし、。 


点検.その他 
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I 据付け-巧設っづき 


■積雪地区における注意 

積雪のをい地方では、積雪時に給排気筒が雪でふさがれないよラな取付場所を選定してくだ 
さい。また、風がよどむよラな場所では、排ガスを再度吸い込んで不完全燃焼を起こすこと 
があります。 

■据付け後の確認 


■据付けが終わりました5、ちラー度、工事説明書の「を全のために必ずお守り<ださい」 
をお読みになり、工事説明書に記載されているとおり据付け5れているかどラかを確認し 
てください。給排気筒を延長設置している場合、延長長さは 3 m な下、曲がりは3箇所な下 
としてください。 

■室温サー三スタ（ルームセンサー）はストーブよりがし、部屋の温度を代表でさる壁面に 
ピンなどで固定されているかを確認してください。 
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時計/タイマー タイマー 入■•運転 JL 切 


画 I 

岡 I 


晒''3日!; 


區固涅瞥お P 夕藝害 i 应 ED / 


湯活南面 S イ 7- わ卜時刻調面(民在/タイマー) 


I 試運転 



ロ ロ 
時 » 


画占 

白 B 手を 

曰 


2,1 


試運乾は、販売店又は据付業者とご一緒に必ず行ってください。 


運乾準備 


油タンクに給油する 

(1 3ぺージ参照） 



電源プラグをコンセントに差し込む 



定油面器のリセットボタンを巧ず 

(1 3ぺージ参照） 

• ゴム製送油管内に空気がたまっているこ 
とびありますので、ゴム製送油管を振つ 
て空気を巧いてください。 


運転 


運転切替スイッチを r 温水暖房+ストー 
ブ」に合せる 


運転スイッチを押して、「入」にする 

• 運輯ランプび点灯します。 

•2 〜4分予熱後、着火します。 

予熱後、対流用ファンび回り、約4.已分 
間予備燃焼を行います。 

• 数十分後に温水配管び温まります。 


消义 


運転スイッチを再度巧して、「切」にする 

■運転ランフび消なします。 

•対流用フアンはス I ブび;ちえるまでの 
約8分間回りつづけます。 



>油タンクゃ送油管 • ゴム製送油管か5油漏れがな 
いか。 

• 置台の上などに油がこぼれていないか。 

>温水配管から水漏れがないか。 

>温水配管のノ（ルブが開いているか。 


正常運転の目ち 

•正常運転の目安として37ページのよラな現 
象びないことを確認します。 



>ス1プより煙やにおいび出ることがあり 
ますび、燃焼室の塗装やパッキン類び焼け 
るためで異常ではありません。最大燃焼で 
数十分運転すると消えますので、部屋の換 
気をしながら試運転してください。 


点検.その他 
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围サシポ! Jh が式含れ 


お客様相談窓口〔受付時間：平曰午前9時から午後己時まで〕 
Q 0198-37- 1177 FAX .0198-37- 1192 


\ 

ホし幌ま店 

〒日目日•日日42 

ノ 

ネし幌市東区本町2条1 0 T 目1蚕2己号 

SOI 1-785-1211 

FAX .011-782-8262 

訓路営業所 

〒日8日•日日日1 

訓路市光陽町8番1号 

00154-22-5821 

FAX .0154-32-2289 

帯広営業所 

〒日8日•日8日1 

帯広市東1条南 25 T 目12番地 

00155 -22-1 335 

FAX .0155-28-2266 

旭川営業所 

〒日 78-8237 

巧川市豊岡7条目 T 目目番10号 

00166-34-8636 

FAX .0166-39-2 157 

函館営業所 

〒日41。8日1 

函館市本通 4 T 目17蚕2己号 

00138 -53-2583 

FAX . 日 138-33-2 18日 

仙台営業所 

〒983。日34 

仙台市宮城野区扇町 4 T 目2蚕40号 

0022-236-3444 

FAX .022-238-9416 

郡山営業所 

干9目 3-8 日41 

郡山市富田町字音路1番地1日目 

巧の4.%2.9288 

FAX .024-962-9266 

青森営業所 

〒日3日-日131 

青森市問屋町 2 T 目18番18号 

巧日 17738-41 41 

FAX . 日 17-738 -日3已4 

秋田営業戸斤 

〒日 10- 日日14 

秋田市保戸野千代田町15番17号 

0018 -824-3421 

FAX . 日 18-824-3423 

岩手営業所 

〒日2日-日3日1 

巧卷市化湯□第2地割1番地2日 

00198 -37-1 138 

FAX .0198-37- 1188 

首都圏営業所 

干3が日日日1 

新座市東北 2 T 目24蚕3号 

0048-471-8420 

FAX 側- 470-1 141 

信越営業所 

干38 1-0 日31 

長野市大字西尾張部1114番地己 

0026-252-6161 

FAX .026-252-6162 

大阪営業所 

〒日日 4-0 日日3 

吹田市江の木町18蚕27号 

巧日日-日 337-32 11 

FAX .0 日-日 337-32 12 

富山営業所干 939-8212 富山市掛尾町47日番地4 

サンボットエンジニアリング株式会社： 

0076420 -2677 

FAX .076-420-2238 

ヴービス部 

〒日目日•日日42 

ネし幌市東区本町2条1 0 T 目1蚕2日号 

0011-785-1201 

FAX .011-780-2338 

仙台ヴ-ビスむ夕- 

干983•日日34 

仙台市宮城野区扇の 4 T 目2番40号 

巧日 22-232-1 479 

FAX .022-238-9843 

青森サ-ビスセンタ- 

〒日3日•日131 

青森市問屋町 2 T 目18番18号 

な日 17-738-44 14 

FAX . 日 17-73 日-441己 


サンポツトホームぺージ http://www.sunpot.co.jp/ 


事業所名-住所-電話番号は変更することがありまず。あ5かじめ了承願います。 


愛情点検 


口 


♦長年ご使用の石油暖房機の,卓、検をぜひ 


ご使用の際、 
こんな症!犬は 
ちりませんか？ 


•油漏れびある。 

♦排ガスのにおいがしたり、 
目びチカチカする。 

♦運転中異甫な音がずる。 
•黒煙を出して燃える。 

参その他の異常や故障がある。 



このよラな場合、事故防止のため使用をせずス 
イッチを切りコンセントか6差し込みプラグを 
抜いて、'ぶずおまめの版売店または石油機器技 
術管理±や点検整備±に、点検僵理をご相談く 
ださい。ご自分での修理はを険な場合がありま 
すから、絶巧なさらないでください。 


ご購入(据付)年月曰 

年月日 

ご購入店名 


TEL 


4 V 7 K た了か苗み爾测號巧咨 S 盘咖 


再生紙使用 


お客様へ……おぼえのため、ご購入年月日、ご購入店名を記入されると便利です。 


32400043400 
07巨8 




















